
 
 
 
三重とこわか国体いなべ市実行委員会 

第２回総会 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日時 令和元年５月 28 日（火）午後２時から 

場所 員弁コミュニティプラザ集会室 

大会マスコットキャラクター 
「とこまる」 

「うめぼ～や」 



 

 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第２回総会 

次 第 

 

１ 開会 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 報告事項 

(1) 第１号 三重とこわか国体いなべ市実行委員会委員及び役員等の変更に 

ついて 

 (2) 第２号 三重とこわか国体いなべ市実行委員会事務局規程の一部改正に 

        ついて 

(3) 第３号 三重とこわか国体のいなべ市開催競技及び会期等について 

 (4) 第４号 三重とこわか国体いなべ市実行委員会第１回常任委員会におけ 

        る審議決定事項について 

 

４ 議事 

(1) 第１号議案 平成 30 年度事業報告について 

(2) 第２号議案 平成 30 年度収支決算について 

(3) 第３号議案 令和元年度事業計画（案）について 

(4) 第４号議案 令和元年度収支予算（案）について 

 

５ その他 

 (1) 福井しあわせ元気国体永平寺町大会報告映像記録集（ＤＶＤ視聴 10 分） 

 

６ 閉会 



 



 
 
 

報告事項 

 
 
 
 
 
 

 



 



 

 

 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会委員及び役員等 

の変更について 

 

 三重とこわか国体いなべ市実行委員会会則第８条第１項ただし書の規定に基

づく委員及び役員等の変更があったため、別紙のとおり報告する。 

第１号報告 



 
 

 三重とこわか国体いなべ市実行委員会委員及び役員等の変更 

 

                         （順不同、敬称略） 
 （令和元年５月 28 日現在） 

【常任委員】 
所属機関、団体 役職等 氏 名 前任者 

いなべ市自治会連合会 会長 近藤 忠彦 小林 良典 

桑員中学校体育連盟 会長 近藤 友徳 岩谷 敏史 

いなべ市校長会 会長 小川 専哉 児玉 勝彦 

いなべ市総務部 部長 二井 春樹 渡邊 修司 

いなべ市総合窓口部 部長 伊藤 憲子 瀬木 光 

いなべ市環境部 部長 小林 幸次 川﨑 力弥 

いなべ市福祉部 部長 佐野 英明 小林 政俊 

いなべ市健康こども部 部長 舘 康平 佐野 謙二 

いなべ市農林商工部 部長 岡本 浩一 川瀬 清秀 

いなべ市建設部 部長 鈴木 信 瀬木 憲治 

いなべ市水道部 部長 水谷 浩 藤田 勉 

いなべ市議会事務局 局長 奥岡 昌英 藤野 芳次 

いなべ市監査委員事務局 局長 伊町 裕一 和波 孝明 

いなべ市教育委員会事務局 部長 水谷 喜広  

 
【委員】 

所属機関、団体 役職等 氏 名 前任者 
特定非営利活動法人いなべ市体育協会 事務局長 岡 忠義 奥岡 史郎 
いなべ市ＰＴＡ連合会 会長 辻 謙二 近藤 安生 

いなべ市ＰＴＡ連合会 母親代表 清水 聖子 安藤 瑞花 

いなべ市保育園長会 会長 藤川 里美 松宮 淳子 

三重県ハンドボール協会 事務局長 中 弘美 田中 孝一 
いなべ市老人クラブ連合会 会長 小林 進 片山 久男 
日本郵便株式会社 梅戸井郵便局 局長 木村 陽一 小林 滋子 
株式会社ＪＴＢ 三重支店 支店長 木崎 真樹  
ソフトバンク株式会社 地域 CSR 部参与 伊藤 尚文 下 英章 
三重県桑名建設事務所 所長 稗田寿次郎 服部 喜幸 
 
【参与】 

所属機関、団体 役職等 氏 名 前任者 
いなべ警察署 署長 杉谷 善明 野浪 隆 
三重エフエム放送株式会社 放送部次長 瀧 裕司  



 
 

 
 
【顧問】 

所属機関、団体 役職等 氏 名 前任者 
三重県議会 議員 石垣 智矢 水谷 隆 

 
【監事】 

所属機関、団体 役職等 氏 名 前任者 
いなべ市 会計管理者 和波 孝明 小川 和幸 

 



 



 

 

 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会事務局規程の一 

部改正について 

 

 三重とこわか国体いなべ市実行委員会事務局規程を一部改正したので、別紙

のとおり報告する。 

第２号報告 



 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会事務局規程の一部改正について 

 

新旧対照表 

新 旧 

  

略 略 

  

第９条 文書には、「い国実」の記号及び

会計年度による一連番号を付さなければ

ならない。ただし、軽易な文書については、

この限りでない。 

第９条 文書には、「い教国」の記号及び

会計年度による一連番号を付さなければ

ならない。ただし、軽易な文書については、

この限りでない。 

  

略 略 

  

別表第１（第４条関係） 

事務局長 教育委員会事務局教育次

長 

事務局次長 教育委員会事務局国体推

進室長 

事務局職員 教育委員会事務局国体推

進室職員 
 

別表第１（第４条関係） 

事務局長 教育委員会事務局教育部

長 

事務局次長 教育委員会事務局国体推

進室長 

事務局職員 教育委員会事務局国体推

進室職員 
 

  

略 略 

  

附則  

この規程は、平成31年４月１日から施行

する。 

 

 



 
 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会事務局規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、三重とこわか国体いなべ市実行委員会会則（平成 30 年１月 29

日決定。以下「会則」という。）第 15 条第２項の規定に基づき、三重とこわか国体

いなべ市実行委員会（以下「実行委員会」という。）の事務局の組織及び運営に関

し、必要な事項を定めるものとする。 

 （設置） 

第２条 実行委員会の事務局（以下「事務局」という。）は、いなべ市教育委員会事務

局国体推進室に置く。 

 （分掌事務） 

第３条 事務局の分掌事務は、次のとおりとする。 

(1) 実行委員会の組織、人事及び服務等に関すること。 

(2) 総会、常任委員会及び専門委員会の開催運営に関すること。 

(3) 実行委員会の事業計画及び事業報告に関すること。 

(4) 実行委員会の予算及び決算に関すること。 

(5) その他実行委員会の運営に関し必要な事項に関すること。 

 （職員） 

第４条 事務局に、別表第１左欄に掲げる職員を置き、同表右欄に掲げるいなべ市職

員をもって充てる。 

２ 前項の職員のほか、必要に応じ、事務局職員として臨時職員を置くことができる。 

３ 前２項の職員は、三重とこわか国体いなべ市実行委員会会長（以下「会長」とい

う。）が任免する。 

 （職務） 

第５条 事務局長は、会長の命を受け、事務局の事務を統括し、事務局職員を指揮監

督する。 

２ 事務局次長は、事務局長を補佐し、事務局長に事故あるとき、又は欠けたときは、

その職務を代理する。 

３ 事務局職員は、上司の命を受け、事務局の事務に従事する。 

 （服務） 

第６条 職員の服務については、いなべ市職員服務規程（平成 15 年いなべ市訓令第

１号）の例による。 

 （専決事項） 

第７条 事務局長及び事務局次長は、別表第２に掲げる事項を専決するものとする。 

２ 前項の規定に関わらず、特に重要又は異例であると認められる事項については、

上司の決裁を受けなければならない。 

 （代決） 



 
 

第８条 会長が不在のときは、事務局長が会長の決裁事項を代決する。 

２ 事務局長が不在のときは、事務局次長が事務局長の決裁事項を代決する。 

３ 事務局次長が不在のときは、事務局職員のうち事務局長があらかじめ指名する者

が事務局次長の決裁事項を代決する。 

 （文書の管理及び取扱い） 

第９条 文書には、「い国実」の記号及び会計年度による一連番号を付さなければな

らない。ただし、軽易な文書については、この限りでない。 

第 10 条 実行委員会の文書処理については、いなべ市文書管理規程（平成 20 年いな

べ市訓令第２号）の例による。 

２ 会則第 19 条の規定により、実行委員会が解散したときは、保存文書をいなべ市

へ引き継ぐものとする。 

第 11 条 前２条に定めるもののほか、文書の取扱いについては、いなべ市文書管理

規程の例による。 

 （公印） 

第 12 条 実行委員会の公印の名称、形状、大きさ及び書体は、別表第３のとおりと

する。 

２ 前項の公印は、事務局次長が管理する。 

第 13 条 前条に定めるもののほか、公印の取扱いについては、いなべ市公印規則（平

成 15 年いなべ市規則第７号）の例による。 

 （旅費及び費用弁償） 

第 14 条 職員の旅費の額及びその支給方法については、いなべ市職員の旅費に関す

る条例（平成 15 年いなべ市条例第 44 号）の例による。 

２ 実行委員会の委員等が会務のため旅行したときは、その旅費について、費用弁償

することができる。この場合において、費用弁償の額及びその支給方法については、

いなべ市委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例（平成 15 年いなべ市条

例第 36 号）の例による。 

３ 前２項の規程に関わらず、緊急の場合、又はその例により難いものについては、

事務局長の定めるところによる。 

 （予算） 

第 15 条 事務局長は、会長の指示に基づき、毎会計年度予算を編成するものとする。 

２ 事務局長は、予算の議決後に生じた理由に基づき、予算に変更を加える必要があ

る場合には、会長の指示に基づき、補正予算を編成するものとする。 

 （決算） 

第 16 条 事務局長は、毎会計年度終了後、速やかに決算を調整し、証拠書類を添付

して会長に提出しなければならない。 

２ 会則第 17 条の規定により監査を受けるときは、収支決算書その他の証拠書類を

監事に提出しなければならない。 



 
 

 （出納員） 

第 17 条 事務局に出納その他の会計処理をさせるため、出納員を置く。 

２ 出納員は、事務局次長をもって充てる。 

 （金融機関の指定） 

第18条 現金の出納は、事務局長が別に指定する金融機関を通じて行うものとする。 

 （その他財務に関する取扱い） 

第 19 条 第 15 条から前条までに定めるもののほか、予算、決算、契約、収入、支出

その他財務に関する事項は、いなべ市会計規則（平成 16 年いなべ市規則第 34 号）

及びその他財務に関する規則等の例による。 

 （補足） 

第 20 条 この規程に定めるもののほか、事務局の組織及び運営について必要な事項

は、会長の承認を得て事務局長が別に定める。 

附則 

この規程は、平成 30 年１月 29 日から施行する。 

  附則 

この規程は、平成 30 年４月１日から施行する。 

附則 

この規程は、平成 30 年 10 月２日から施行する。 

附則 

この規程は、平成 31 年４月１日から施行する。 

 

 

  



 
 

別表第１（第４条関係） 
 

事務局長 教育委員会事務局教育次長 

事務局次長 教育委員会事務局国体推進室長 

事務局職員 教育委員会事務局国体推進室職員 

 

別表第２（第７条関係） 
 

 事項 事務局長 事務局次長 

１ 
申請、届出、通知、照会、回答及

び報告に関すること。 
重要なもの 軽易なもの 

２ 臨時職員等の任免に関すること。 ○  

３ 臨時職員等の服務に関すること。  ○ 

４ 事務の分担に関すること。  ○ 

５ 出張命令に関すること。 

準備委員会の委員

等並びに事務局長

及び事務局次長 

事務局職員、臨時

職員等 

６ 
工事又は製造の請負に関するこ

と。 

１件の予定価格が

50万円以上のもの 

１件の予定価格

が50万円未満の

もの 

７ 
物品の購入、賃貸借、修理及び業

務委託に関すること。 

１件の予定価格が

30万円以上のもの 

１件の予定価格

が30万円未満の

もの 

８ 
前２号以外の契約等に関するこ

と。 
重要なもの 軽易なもの 

９ 
予算の配当及び流用の要求に関す

ること。 
○  



 
 

別表第３（第12条関係） 
 

名 称 形 状 大きさ 書 体 用途 

三重とこわか国体いな

べ市実行委員会会長印 
正方形 

24ミリメー

トル 
れい書 

会長名をもっ

てする文書 

三重とこわか国体いな

べ市実行委員会事務局

長印 

正方形 
24ミリメー

トル 
れい書 

事務局長名を

もってする文

書 

 

 



 



 

 

 

三重とこわか国体のいなべ市開催競技及び会期等について 

 

 三重とこわか国体のいなべ市開催競技及び会期等について、別紙のとおり報

告する。 

第３号報告 



三重とこわか国体のいなべ市開催競技及び会期等 

 

 

１ 開催競技 

開催競技 開催形式 種別 競技会場 

ハンドボール 

共催 

（鈴鹿市） 

（伊賀市） 

 

 

少年男子 

 

 

いなべ市員弁運動公園体育館 

いなべ市立北勢中学校体育館 

自転車 

（ロード・レース） 

共催 

（四日市市） 

 

成年男子 

少年男子 

女子 

 

いなべ市特設ロード・レースコース 

 

 

２ 競技別会期 

開催競技 競技会場 会期 

ハンドボール 

いなべ市員弁運動公園体育館 
令和３年９月25日(土)から 

令和３年９月28日(火)まで 

いなべ市立北勢中学校体育館 令和３年９月25日(土) 

自転車 

（ロード・レース） 
いなべ市特設ロード・レースコース 令和３年10月3日(日) 

 

 

３ 競技別リハーサル大会（国体前年に開催） 

開催競技 競技会場 予定日 

ハンドボール いなべ市員弁運動公園体育館 
令和２年７月18日(土)から 

令和２年７月19日(日)まで 

自転車 

（ロード・レース） いなべ市特設ロード・レースコース 令和２年９月13日(日) 

 



 

 

 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第１回常任委員 

会における審議決定事項について 

 

 三重とこわか国体いなべ市実行委員会会則第 12 条第７項の規定に基づき、常

任委員会において審議決定した次の事項について、同条第９項の規定に基づき、

別紙のとおり報告する。 

 

１ 三重とこわか国体いなべ市広報基本計画 

２ 三重とこわか国体いなべ市市民運動基本計画 

３ 三重とこわか国体いなべ市歓迎接伴基本計画 

４ 三重とこわか国体いなべ市競技運営基本計画 

５ 三重とこわか国体いなべ市施設整備基本計画 

６ 三重とこわか国体いなべ市リハーサル大会開催基本計画 

７ 三重とこわか国体いなべ市宿泊基本計画 

８ 三重とこわか国体いなべ市医事衛生基本計画 

９ 三重とこわか国体いなべ市輸送交通基本計画 

10 三重とこわか国体いなべ市消防防災及び警備基本計画 

 

第４号報告 



平成 31 年 2 月 5 日 第 1 回総務企画専門委員会 審議 

平成 31 年 4 月 17 日 第 1 回常任委員会 決定 

三重とこわか国体いなべ市広報基本計画 
 
１ 目的 

三重とこわか国体の開催に対する市民の関心や参加意識を高めるとともに、 
いなべ市の魅力を広く全国に発信するため、「いなべ市開催推進総合計画」に 
基づき、効果的かつ積極的な広報活動を行う。 

 
２ 内容 
(1) 印刷物等による広報 
ア 市情報紙「Ｌｉｎｋ」への掲載 
イ ポスター、パンフレット等の作成 
ウ 関係機関等の刊行物等の活用 
エ 啓発用物品の作製 

 
(2) イベントによる広報 
ア 啓発イベントの開催 
イ 各種イベントへの参加 

 
(3) 多様な広報媒体による広報 
ア インターネットによる情報発信 
イ テレビ、ラジオ、新聞等の活用  

 
(4) 工作物等による広報 
ア 広告塔、歓迎塔の設置 
イ 横断幕、懸垂幕等の設置 
ウ 案内看板の設置 
エ カウンドダウンボードの設置 

 
(5) 大会記録としての広報 

  ア 大会報告書の作成 
  イ 記録写真及び記録映像（ＤＶＤ）の制作 



平成 31 年 2 月 5 日 第 1 回総務企画専門委員会 審議 

平成 31 年 4 月 17 日 第 1 回常任委員会 決定 

三重とこわか国体いなべ市市民運動基本計画 
 
１ 目的 

三重とこわか国体の成功に向け、「いなべ市開催推進総合計画」に基づき、 
市民一人ひとりがそれぞれの立場で積極的に国体に参加する機運を高めると 
ともに、地域の連帯感や郷土愛を深め、国体終了後も市民力と地域力によるま 
ちづくりの推進につなげることを目的とする。 

 

２ 基本目標 

(1) 市民力で三重とこわか国体を盛り上げよう！ 

市民一人ひとりが、それぞれの立場で国体に携わることにより、とも 

に感動と喜びを分かち合い、市民みんなの力が結集した国体となること 

を目指す。 

 

(2) 心のこもった温かいおもてなし！ 

全国から訪れる方々を心のこもった「いなべらしさ」があふれるおも 

てなしで温かくお迎えすることにより交流の輪が広がる国体を目指す。 

 

(3) いなべ市の魅力発信！ 

全国から訪れる方々に、いなべ市の多彩で美しい自然、景観、歴史、 

文化、産業など魅力ある地域資源を効果的に伝え、「多くのいなべファ 

ン」を作ることを目指す。 

 

(4) 美しく快適なわがまちづくり！ 

地域のクリーンアップ活動や花いっぱい運動等を通じて、美しく快適 

なまちづくりに取り組み、全国から訪れる方々に気持ちよく過ごしても 

らうとともに、活動を通じた地域コミュニティの活性化や持続的な発展 

など新たな絆づくりを目指す。 

 

(5) スポーツを通じた健康づくり！ 

スポーツ及びレクリエーション行事等の情報発信や参加促進を通じ 

て、市民みんながスポーツに親しみ、健康で生き生きとした生活を送る 

ことを目指す。 



平成 31 年 2 月 5 日 第 1 回総務企画専門委員会 審議 

平成 31 年 4 月 17 日 第 1 回常任委員会 決定 

三重とこわか国体いなべ市歓迎接伴基本計画 
 
１ 目的 

三重とこわか国体に参加する選手、監督、役員、視察員、報道員及びその他 
関係者並びに一般観覧者（以下「大会参加者等」という。）の歓迎接伴につい 
ては、「いなべ市開催推進総合計画」に基づき、いなべ市の魅力を広く伝える 
とともに、心のこもったおもてなしが提供できるよう努める。 

 

２ 内容 

(1) 歓迎装飾 

大会参加者等を歓迎するため、競技会場、主要駅、及びその他必要な 

場所において歓迎装飾を行う。 

 

(2) 案内所の設置 

大会参加者等の便宜を図るため、競技会場、主要駅等に案内所を設置 

し、競技、交通、観光、宿泊等の案内業務を行う。 

 

(3) 休憩所の設置 

大会参加者等の憩いの場や交流の場として、競技会場に休憩所を設置 

する。 

 

(4) 売店等の設置 

大会参加者等の便宜を図るとともに、地元物産品等を紹介するため、 

関係機関及び団体等の協力を得て、競技会場に売店等を設置する。 

 

(5) 接遇意識の高揚 

大会参加者等に対し、心のこもったおもてなしができるよう、関係機関 
及び団体等の協力を得て、接遇意識の高揚に努める。 

 



 

平成 31 年 2 月 5 日 第 1 回競技式典専門委員会 審議 

平成 31 年 4 月 17 日 第 1 回常任委員会 決定 

三重とこわか国体いなべ市競技運営基本計画 
 
１ 目的 

三重とこわか国体において、いなべ市で開催される競技会の運営につ

いては、「いなべ市開催推進総合計画」に基づき、全国から参加する選手

が持てる力を存分に発揮できるよう準備及び運営に万全を期する。 
 

２ 内容 

(1) 競技運営 

競技運営については、県、競技団体及び関係団体との緊密な連携を 

図りながら、円滑で効率的に行う。 

 

(2) 競技役員等の編成 

競技役員等の編成については、県の「競技役員等編成基本方針」に  

基づき、県、競技団体及び関係団体と十分協議し、適正な配置を行う。 

 

(3) 競技会場及び練習会場の確保 

競技会場及び練習会場の確保については、県、競技団体及び施設管

理者と十分協議し、計画的かつ効率的に行う。 

 

(4) 競技用具の整備 

競技用具の整備については、県の「競技用具整備基本方針」に基づ

き、現有するものをできる限り活用し、競技運営に支障のないよう、

県、競技団体及び施設管理者と協議し、計画的かつ効率的に行う。 

 

(5) 競技記録 

競技記録の収集及び速報については、県及び競技団体と十分協議し、

迅速かつ正確に処理できる体制づくりを行う。 

 

(6) リハーサル大会 

リハーサル大会については、競技会の運営能力の向上と国体開催に 

対する市民の機運醸成を図るため、県及び競技団体と協力して行う。 

 



平成 31 年 2 月 5 日 第 1 回競技式典専門委員会 審議 

平成 31 年 4 月 17 日 第 1 回常任委員会 決定 

三重とこわか国体いなべ市施設整備基本計画 
 
１ 目的 

三重とこわか国体においていなべ市で開催される競技会の施設整備につい

ては、「いなべ市開催推進総合計画」に基づき、競技に支障が生じない安全で

円滑な競技運営が図られるよう万全を期する。 
 

２ 内容 

(1) 競技施設の整備 

ア 競技施設会場は、できる限り既存施設を整備し、活用する。 

イ 競技施設を改修又は新設整備する場合は、国体開催後の有効活用を十

分に勘案し、市民等が広く利用できるよう配慮する。 

ウ 競技会場の整備にあたっては、競技運営に支障が生じないよう、県、

競技団体及び施設管理者と十分協議する。 

 

(2) 練習会場の整備 

練習会場については、県、競技団体及び施設管理者と十分協議し、  

既存施設を整備し、活用する。 

 

(3) 臨時仮設物の整備 

大会参加者及び一般観覧者の便宜を図るため、県、競技団体及び施設管

理者と十分協議し、案内所、休憩所等の臨時仮設物を整備する。 

 



平成 31 年 2 月 5 日 第 1 回競技式典専門委員会 審議 

平成 31 年 4 月 17 日 第 1 回常任委員会 決定 

三重とこわか国体いなべ市リハーサル大会開催基本計画 

 

１ 目的  

三重とこわか国体の開催に備えて、いなべ市で開催する競技別リハーサル 

大会については、三重とこわか国体・三重とこわか大会実行委員会の「第76 

回国民体育大会競技別リハーサル大会開催基準要項」及び「三重とこわか国 

体いなべ市競技運営基本計画」に基づき、競技会の運営能力の向上と市民の 

国体や競技に対する機運の醸成を図るため、県、競技団体及び関係機関等と 

協力して開催する。  

 

２ 大会運営  

原則として国体に準じて実施するものとし、競技団体と協力し、目的や実 

情に応じ、創意工夫をこらして、質の高い効率的な大会運営に努める。  

 

３ 実施内容 

(1) 実施本部の設置  

大会の運営に万全を期するため、実施本部を設置する。 

  

(2) 大会運営物品  

ア 大会運営に必要な物品は既存物品を活用することとし、不足する場合 

は借用での対応を基本とする。  

イ 物品を新たに購入する場合は、国体での使用を考慮し、必要最小限と 

する。 

 

(3) 競技運営  

ア 競技運営  

競技運営の主管は、競技団体とするが、市との緊密な連携のもとに、 

    合理的かつ効率的に行う。  

イ 競技記録の収集及び速報  

競技団体と緊密な連携のもとに、迅速かつ正確な記録の収集及び速報 

に努める。 

  

(4) 施設  

大会で使用する施設は、国体で使用する会場を充てることを原則とし、 

できる限り国体と同じ条件により行う。また、大会運営に必要な仮設施 

設は、競技団体及び施設管理者と十分協議の上、整備する。  

 



(5) 式典  

開始式、閉会式及び表彰式は、競技団体と協議の上、競技運営に支障の 

ないよう簡素化に努める。  

 

(6) 宿泊及び医事衛生  

   ア 宿泊 

     大会参加者がそれぞれの分野で十分な活躍ができるよう、関係機関の 

協力を得て、快適な宿泊環境の提供に努める。 

   イ 医事衛生 

大会参加者及び一般観覧者（以下「大会参加者等」という。）の傷病 

に速やかに対処するため、関係機関等の協力を得て医療救護体制を整え 

るとともに、清潔で快適な環境の整備に努める。  

 

(7) 輸送交通  

大会参加者等の輸送については、原則として既存の公共交通機関を利用 

する。ただし、競技会場と宿泊施設間の公共交通機関の状況等を考慮し、 

必要に応じて計画輸送を行う。 

 

(8) 広報及び市民運動  

国体開催に対する市民の理解を深め、市民総参加の機運の醸成を図るた 

   め、各種広報活動及び市民運動を展開する。 

 

(9) 消防防災及び警備 

雑踏事故、火災及びその他の災害、事故等を未然に防止するため、関係 

機関と連携し万全を期す。  

 

(10) 歓迎接伴  

大会参加者等を温かく迎えるため、必要に応じて各競技会場等に歓迎 

装飾、案内所及び休憩所を設置する。また、関係機関等の協力を得て、 

必要に応じて各競技会場に売店等を設置する。  

 

４ その他  

この計画に定めるもののほか、大会開催に必要な事項は、いなべ市実行委 

員会の各種基本計画に準じて実施する。 



 
 

平成 31 年 2 月 6 日 第 1 回宿泊衛生専門委員会 審議 

平成 31 年 4 月 17 日 第 1 回常任委員会 決定 

三重とこわか国体いなべ市宿泊基本計画 
 
１ 目的 

三重とこわか国体に参加する選手、監督、役員、視察員、報道員及びそ

の他の関係者（以下「大会参加者」という。）をおもてなしの心で温かく迎

え、大会参加者が最良のコンディションで十分な活躍ができるよう、県の

「宿泊基本方針」及び「いなべ市開催推進総合計画」に基づき、快適な宿

舎、衛生面と栄養面で良好な食事の提供に努める。 
 

２ 内容 

(1) 宿舎 

ア 大会関係者の宿舎は、原則として市内の旅館（旅館業法の許可を

受けて営業を行うホテル、旅館及び簡易宿泊所をいう。以下同じ。）

とする。 

イ 市内の旅館だけで大会参加者を収容することが困難な場合は、

県、関係機関、団体等と協議の上、公共施設や近隣市町の旅館等を

利用する。 

ウ 風紀上、衛生上及び安全対策上支障があると認められる宿舎は利

用しない。 

 

(2) 配宿 

ア 選手、監督及び競技会に関わる役員（以下「選手、監督等」とい

う。）の配宿は、競技会場及び練習会場までの交通状況等を考慮し、

大会運営に支障ないよう留意して行う。ただし、近隣市町の旅館等

に配宿する場合及び選手、監督等を除く大会参加者の配宿は、県と

協議して行う。 

イ 選手、監督の宿舎は、都道府県別、競技別、競技種別及び男女別

を考慮して割り当てる。 

ウ 役員、視察員、報道員等の宿舎は、原則として、選手、監督の宿

舎とは別にする。 

 

(3) 宿泊料金 

大会参加者の宿泊料金は、県と旅館等の関係団体との間で協議し、 

公益財団法人日本スポーツ協会において決定したものを適用する。 

 

(4) 食事 

大会参加者に提供する食事は、安全、安心で栄養バランスがよく、 

豊かな自然に恵まれた地元の食材を取り入れた郷土色豊かなものとす 

る。 

 



 

平成 31 年 2 月 6 日 第 1 回宿泊衛生専門委員会 審議 

平成 31 年 4 月 17 日 第 1 回常任委員会 決定 

三重とこわか国体いなべ市医事衛生基本計画 
 
１ 目的 

三重とこわか国体に参加する選手、監督、役員、視察員、報道員及びそ

の他の関係者並びに一般観覧者（以下「大会参加者等」という。）の医事衛

生については、県の「医事・衛生基本方針」及び「いなべ市開催推進総合

計画」に基づき、医療救護体制を整えるとともに、清潔で快適な環境の整

備に努める。 
 

２ 内容 

(1) 医療救護 

ア 医療救護体制 

大会参加者等の傷病の発生に速やかに対処するため、関係機関及

び団体等の協力を得て、各競技会場に救護所を設置するとともに、

応急処置及び必要に応じた医療機関への移送等、医療救護体制を整

える。 

イ 医療費の負担 

救護所及び救急車等を利用した経費を除き、医療費は受診者の負

担とする。 

 

(2) 防疫 

大会参加者等の感染症の発生を防止するため、関係機関及び団体等 

の協力を得て、防疫体制を整えるとともに、衛生に対する意識の向上 

を図る。 

 

(3) 食品衛生 

大会参加者等の食の安全、安心を確保するため、関係機関及び団体 

等の協力を得て、宿舎及び食品取扱施設等の監視、指導を行うととも 

に、食品衛生に対する意識の向上を図る。 

 

(4) 環境衛生 

大会参加者等に清潔で快適な環境を提供するため、関係機関及び団 

体等はもとより、広く市民の協力を得て、宿舎の衛生対策、廃棄物の 

適正な処理、衛生害虫等の駆除、飲料水の衛生対策等に努めるととも 

に、環境衛生に対する意識の向上を図る。 



 
 

平成 31 年 2 月 6 日 第 1 回輸送交通専門委員会 審議 

平成 31 年 4 月 17 日 第 1 回常任委員会 決定 

三重とこわか国体いなべ市輸送交通基本計画 
 
１ 目的 

三重とこわか国体に参加する選手、監督、役員、視察員、報道員及び 
その他の関係者（以下「大会参加者」という。）並びに一般観覧者の輸送 
交通については、県の「輸送交通基本方針」及び「いなべ市開催推進総 
合計画」に基づき、交通及び道路の状況等に十分配慮し、安全かつ効率 
的な輸送を行うものとする。 

 

２ 内容 

(1) 輸送対策 

ア 輸送原則 

  輸送については、原則として既存の公共交通機関を利用し、料金は

自己負担とする。 

イ 計画輸送 

競技会場、練習会場及び宿泊施設間の公共交通機関の状況等から必

要と認められるときは計画輸送を行う。 

ウ 競技共催市町間の輸送 

  他市町と共催で行う競技関係者の輸送については、当該市町と協議

の上、定める。 

 

(2) 交通対策 

ア 交通規制 

  大会参加者関係車両の安全かつ円滑な運行を図るとともに、一般交

通に与える影響を最小限にとどめるため、所轄警察署等関係機関及び

団体等と協議の上、必要に応じて交通規制を行う。 

イ 交通の整理誘導 

  大会参加者関係車両及び一般観覧者車両の安全確保と目的地への

円滑な誘導を図るため、競技会場及び練習会場周辺道路等に案内標識

を掲出し、必要に応じて整理誘導員を配置する。 

ウ 駐車場の確保 

  競技会場、練習会場及びその周辺に必要な駐車場の確保に努め、必

要に応じて駐車場整理員を配置し、駐車場が遠隔地になるときは必要

な措置を講じる。 

 エ 交通環境整備 

大会期間中は、大会参加者等に対し、公共交通機関の利用を呼びか

けるとともに、市民に対しても渋滞の原因となる違法駐車の防止、自

家用車利用の自粛協力等交通環境整備のための啓発に努める。 



 
 

平成 31 年 2 月 6 日 第 1 回輸送交通専門委員会 審議 

平成 31 年 4 月 17 日 第 1 回常任委員会 決定  
三重とこわか国体いなべ市消防防災及び警備基本計画 

 
１ 目的 

三重とこわか国体（以下「大会」という。）における消防防災及び警備 
対策については、県の「警備・消防防災基本方針」及び「いなべ市開催推 
進総合計画」に基づき、関係機関及び団体等との緊密な連携のもとに、 
消防防災及び警備体制の確立を図り、安全かつ円滑な大会運営が行われる

よう万全を期する。 
 

２ 内容 

(1) 消防防災対策 

ア 競技会場、練習会場、宿泊施設及び沿道等（以下「競技会場等」 

   という。）の火災、その他の災害予防及び災害発生時における情報伝 

達、避難誘導及び救急救助等に関する諸対策を講じる。 

イ 大会期間中の火災、その他の災害の未然防止及び災害発生時の被 

 害の軽減を図るため、防火及び防災意識の高揚を図る。 

 

(2) 警備対策 

ア 競技会場等における雑踏事故及びその他の事故及び事件の防止を 

重点とした適切な警備措置を講じる。 

イ 大会期間中には、暴力事犯及び盗犯防止対策等の諸対策を推進し、 

犯罪の予防に努める。 

 

(3) 関係機関等との連絡調整 

消防防災及び警備対策の円滑な推進を図るため、関係機関及び団体 

等と緊密な連携を保つとともに、情報連絡体制を確立する。 



 
 
 

議  事 

 
 
 
 
 
 

 



 



 

 

 

平成 30年度事業報告について 

 

 

 平成 30 年度事業報告については、別紙のとおりとする。 

第１号議案 



 
 

別紙 

平成 30年度事業報告 

 

１ 会議の開催 

(1) 準備委員会第１回常任委員会（８月２日） 

 (2) 準備委員会第２回総会及び実行委員会第１回総会（10 月２日） 

 (3) 第１回総務企画専門委員会（２月５日） 

 (4) 第１回競技式典専門委員会（２月５日） 

 (5) 第１回宿泊衛生専門委員会（２月６日） 

 (6) 第１回輸送交通専門委員会（２月６日） 

 

２ 各種計画の策定 

 (1) 開催推進総合計画（年次計画を含む） 

 (2) 総務企画関係 

「広報基本計画（案）」、「市民運動基本計画（案）」、「歓迎接伴基本計画（案）」 

 (3) 競技式典関係 

   「競技運営基本計画（案）」、「施設整備基本計画案（案）」、「リハーサル大会開催 

基本計画（案）」 

 (4) 宿泊衛生関係 

   「宿泊基本計画（案）」、「医事衛生基本計画（案）」 

 (5) 輸送交通関係 

   「輸送交通基本計画（案）」、「消防防災及び警備基本計画（案）」 

 

３ 関係機関及び競技団体との連絡調整 

(1) 三重県国体担当部局との連絡調整 

(2) いなべ市開催２競技団体との連絡調整 

(3) 共催市（四日市市、鈴鹿市、伊賀市）との連絡調整 

 

４ 広報、啓発活動 

(1) 物品による広報 

 ア ＰＲ用ポケットティシュの作製 

 イ ＰＲ用ウエットティシュの作製 

 ウ フェイスタオルの作製（スカイサイクリングいなべ参加者記念品） 

 エ ＰＲ用缶バッジの作製 

 

(2) イベント等による広報 

ア とこわかダンスキャラバン（三里小学校６年生 ７月 10 日） 

  イ 第８回いなべ市Ｅボート交流大会（員弁大池 ８月 25 日） 



 
 

  ウ いなべ市民感謝祭（大安公民館 10 月 20 日） 

  エ 三重県高校ハンドボール新人大会（員弁運動公園体育館 11 月 17 日） 

  オ 三重県高校自転車競技（ロード）新人大会（梅林公園 11 月 18 日） 

  カ 大安 IC 開通プレイベント（スカイサイクリングいなべ ２月 17 日） 

キ 日本ハンドボールリーグ（員弁運動公園体育館 ３月３日） 

 

 (3) 工作物等による広報 

  ア ＰＲ用懸垂幕及び横断幕の設置 

  イ カウントダウンボードを大安公民館内に設置 

 

 (4) チラシ等による広報 

  ア いなべ市情報誌「Ｌｉｎｋ」９月号 

  イ 三重県実行委員会作成の広報チラシを市内関係施設に配布  

  ウ 三重とこわか国体会期入りのぼりを市内関係施設に設置 

 

５ その他 

先催地開催状況等の調査及び研究 

(1) 福井しあわせ元気国体視察調査 

ア 福井市、永平寺町（ハンドボール） 

イ 大野市（自転車（ロード・レース）） 

ウ 鯖江市、永平寺町（大会運営） 

(2) 福井しあわせ元気国体事業報告会 

ア 大野市、永平寺町 

(3) いきいき茨城ゆめ国体リハーサル大会視察調査 

  ア 守谷市、常総市、坂東市（ハンドボール） 

  イ つくば市（自転車（ロード・レース）） 

 

 

  



 
 

平成３０年度に作製したＰＲ用品 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ポケットティシュ）          （ウエットティシュ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（フェイスタオル）           （缶バッジ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（横断幕３枚） 

 

 

                    （懸垂幕２枚） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 



 

 

 

平成 30年度収支決算について 

 

 

 平成 30 年度収支決算については、別紙のとおりとする。 

第２号議案 



別紙 

平成 30年度収支決算 

 

 
 
１ 収入の部                         （単位：円） 

科  目 予算額 収入済額 比較 内  容 

負担金 3,600,000 3,600,000 0 いなべ市負担金 

雑収入 0 18 18 利息 

合 計 3,600,000 3,600,018 18  

 

 

２ 支出の部                       （単（単位：円）） 

科  目 予算額 支出済額 比較 内  容 

総務費 180,000 139,581 40,419  

 実行委員会

運営費 

130,000 104,157 25,843 会議費、角印、封筒、

郵送料ほか 

 事務局費 50,000 35,424 14,576 事務用品 

開催推進費 3,420,000 3,328,094 91,906  

 視察調査費 580,000 674,082 △94,082 国民体育大会視察 

リハーサル大会視察 

先催地事業報告会 

広報啓発費 1,540,000 1,464,284 75,716 啓発イベント 

啓発用物品製作 

競技運営準

備費 

1,300,000 1,189,728 110,272 競技会場基本設計業務 

合 計 3,600,000 3,467,675 132,325  

 
収入合計       支出合計       差引合計 

3,600,018 円  －  3,467,675 円    ＝     132,343 円 

（いなべ市へ返金） 
 





 



 

 

 

令和元年度事業計画（案）について 

 

 

 令和元年度事業計画（案）については、別紙のとおりとする。 

第３号議案 



別紙 

 

令和元年度事業計画（案） 

 

１ 会議の開催 

(1) 総会の開催 

(2) 常任委員会の開催 

(3) 専門委員会（総務企画、競技式典、宿泊衛生、輸送交通）の開催 

 (4) 庁内推進会議の設置及び開催 

 

２ 事業の推進 

(1) 広報啓発活動の実施 

  ア 啓発イベントの実施及び各種イベントへの参加 

  イ 広報及びホームページ等による情報発信 

  ウ ＰＲ用工作物の設置、ＰＲ用物品等の作製及び配布 

(2) 競技運営準備業務の実施 

(3) 競技会場設計の実施 

(4) 総務企画、競技式典、宿泊衛生及び輸送交通に係る基本計画並びに要項等 

  の策定並びに検討 

(5) その他開催準備に係る業務 

 

３ 関係機関及び関係団体との連絡調整 

(1) 三重県国体担当部局との連絡調整 

(2) 関係競技団体及び共催市との連絡調整 

(3) 各種関係団体等との連絡調整 

 

４ その他 

先催地開催状況等の調査及び研究 

 (1) いきいき茨城ゆめ国体開催地の調査等 

（守谷市、常総市、坂東市、つくば市） 

(2) 燃ゆる感動かごしま国体リハーサル大会開催地の調査等 

（霧島市、鹿屋市、錦江町） 

 (3) いきいき茨城ゆめ国体事業概要説明会（茨城県各開催地） 

 



 

 

 

令和元年度収支予算（案）について 

 

 

 令和元年度収支予算（案）については、別紙のとおりとする。 

第４号議案 



別紙 

令和元年度収支予算（案） 

 

 
 
１ 収入の部                         （単位：円） 

科  目 本年度予算額 内  容 

負担金 28,000,000 いなべ市負担金 

雑収入 1,000 利息 

合 計 28,001,000  

 

 

２ 支出の部                       （単（単位：円）） 

科  目 本年度予算額 内  容 

総務費 3,801,000  

 実行委員会運営費 3,301,000 会議費、封筒、郵送料 

ホームページ開設ほか 

 事務局費 500,000 事務用品 

開催推進費 24,200,000  

 視察調査費 3,000,000 国民体育大会視察（茨城県） 

リハーサル大会視察（鹿児島県） 

先催地事業報告会 

（つくば市、常総市ほか） 

広報啓発費 9,000,000 啓発イベント（市民感謝祭ほか） 

啓発用物品 

市民運動推進費 300,000 手作りのぼり旗 

競技運営準備費 11,900,000 競技会場実施設計業務 

合 計 28,001,000  

 
 
 



 
 
 

参考資料 

 
 
 
 
 
 

 



 
 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【実行委員会構成】 

会長（１人） 

副会長（６人） 

常任委員（30人） 

委員（44人） 

参与（30人） 

顧問（２人） 

監事（２人） 

合計 115人 

【専門委員会】 

総務企画専門委員会 

（総合計画、広報及び市民運動、歓迎接伴 等） 

競技式典専門委員会 

（競技運営、競技施設及び関連施設の整備、開始式及び表彰式 等） 

宿泊衛生専門委員会 

（宿泊及び配宿計画、環境衛生及び食品衛生、医療救護 等） 

輸送交通専門委員会 

（輸送計画、交通及び駐車場、消防防災及び警備対策 等） 

（
国
体
推
進
室
） 

実
行
委
員
会
事
務
局 

総会 
【最高議決機関】 

競技会の開催運営に係る基本方針

等、会則の制定改廃、事業計画及

び事業報告、予算決算並びに重要

な事項等の審議及び議決 

常任委員会 
【決定機関】 

総会からの委任事項、緊急な事項、

専門委員会の設置及び専門委員会

への付託事項並びにその他必要事

項の審議及び決定 

専門委員会 
【調査機関】 

常任委員会からの付託事項及

び委任事項の調査審議並びに

常任事項の審議及び決定 

委任 報告 

報告 付託、委任 

※専門委員会については、 

必要に応じて随時設置 



三重とこわか国体いなべ市実行委員会会則 

 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 本会は、三重とこわか国体いなべ市実行委員会（以下「実行委員会」という。）

と称する。 

（目的） 

第２条 実行委員会は、三重とこわか国体において、いなべ市で開催される競技会（以

下｢競技会｣という。）の円滑な運営に必要な事業を行うことを目的とする。 

（所掌事務） 

第３条 実行委員会は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事務を行う。 

(1) 競技会の開催に必要な方針及び計画の決定に関すること。 

(2) 競技会の開催に係る準備に関すること。 

(3) 競技会の開催に必要な施設及び設備の整備に関すること。 

(4) 競技会の開催及び準備のための経費に関すること。 

(5) 関係競技団体、関係団体及び関係機関との連絡調整に関すること。 

(6) その他実行委員会の目的達成に必要な事項に関すること。 

 

第２章 組織 

（組織） 

第４条 実行委員会は、会長及び委員をもって組織する。 

２ 委員は、次の各号に掲げる者のうちから会長が委嘱する。 

(1) いなべ市職員を代表する者 

(2) 市議会議員を代表する者 

(3) 関係競技団体、関係団体及び関係機関を代表する者 

(4) その他会長が特に必要と認める者 

（役員） 

第５条 実行委員会に次の各号に掲げる役員を置く。 

(1) 会長   １人 

(2) 副会長  ６人以内 

(3) 常任委員 40人以内 

(4) 監事   ２人 

（役員の選任） 

第６条 会長は、いなべ市長をもって充てる。 

２ 副会長及び常任委員は、総会の同意を得て、委員のうちから会長が委嘱する。 

３ 監事は、総会の同意を得て、会長が委嘱する。 

（役員の職務） 



第７条 会長は、実行委員会を代表し、会務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は欠けたときは、あらかじ

め会長が指定した順序により、その職務を代理する。 

３ 常任委員は、常任委員会を構成し、第12条第７項に掲げる事項を審議する。 

４ 監事は、実行委員会の財務を監査する。 

（任期等） 

第８条 委員及び役員（以下「委員等」という。）の任期は、委嘱されたときから実行

委員会の目的が達成されたときまでとする。ただし、委員等が就任時におけるそれ

ぞれの所属団体又は所属機関の役職を離れたときは、その委員等は辞任したものと

みなし、その後任者が前任者の残任期間を務めるものとする。 

２ 会長は、委員等に特別な事情が生じたときは、その職を解き、必要に応じて補充

することができる。 

３ 会長は、前２項の規定により委員等に変更があった場合は、次の総会において報

告する。 

４ 委員等は、無報酬とする。 

（顧問及び参与） 

第９条 実行委員会に顧問及び参与を置くことができる。 

２ 顧問及び参与は、会長が委嘱する。 

３ 顧問は、会務の重要な事項について、会長の諮問に応じ助言を行う。 

４ 参与は、会長が必要と認める事項について、会長の諮問に応じ助言を行う。 

５ 顧問及び参与の任期等については、前条の規定を準用する。 

 

第３章 会議 

（会議の種類） 

第10条 実行委員会に、次の各号に掲げる会議を置く。 

(1) 総会 

(2) 常任委員会 

(3) 専門委員会 

（総会） 

第11条 総会は、会長及び委員をもって構成する。 

２ 総会は、必要に応じて会長が招集する。 

３ 総会の議長は、会長又は会長が指名した者がこれにあたる。 

４ 総会は、次の各号に掲げる事項について審議し、議決する。 

(1) 競技会の開催に係る基本方針に関すること。 

(2) 会則の制定及び改廃に関すること。 

(3) 事業計画及び事業報告に関すること。 

(4) 予算及び決算に関すること。 



(5) 常任委員会に委任する事項に関すること。 

(6) その他重要な事項に関すること。 

５ 総会は、委員の過半数の出席がなければ開催し、及び議決することはできない。

ただし、総会に出席できない委員は、あらかじめ通知された事項について、代理人

に権限を委任し、又は書面により議決に加わることができる。 

６ 総会の議事は、出席委員（代理人に権限を委任し、又は書面で議決に加わった者

を含む。）の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

（常任委員会） 

第12条 常任委員会は、会長、副会長及び常任委員をもって構成する。 

２ 委員長は、会長をもって充てる。 

３ 副委員長は、副会長のうちから会長が指名する。 

４ 常任委員会は、必要に応じ委員長が招集する。 

５ 常任委員会の議長は、委員長又は委員長が指名した者がこれに当たる。 

６ 委員長に事故があるとき、又は欠けたときは、副委員長がその職務を代理する。 

７ 常任委員会は、次の各号に掲げる事項について審議し、決定する。 

(1) 総会から委任された事項に関すること。 

(2) 総会を招集する時間的余裕がない緊急な事項に関すること。 

(3) 専門委員会への付託又は委任する事項に関すること。 

(4) その他委員長が必要と認める事項に関すること。 

８ 前条第５項及び第６項の規定は、常任委員会について準用する。 

９ 常任委員会は、第７項の規定により審議し、及び決定した事項並びに次条第３項

の規定により専門委員会から報告があった事項について必要に応じ次の総会に報

告するものとする。 

10 第８条の規定は、常任委員会の役員の任期等について準用する。 

（専門委員会） 

第13条 専門委員会は、会長が委嘱した専門委員をもって構成する。 

２ 専門委員会は、常任委員会から付託された事項について調査及び審議し、その結

果を常任委員会に報告しなければならない。 

３ 専門委員会は、常任委員会から委任された事項について審議決定し、その結果を

常任委員会に報告する。 

４ 前３項の規定に定めるもののほか、専門委員会に関し必要な事項は、常任委員会

に諮った上で、会長が別に定める。 

５ 第８条の規定は、専門委員会の役員の任期等について準用する。 

 

第４章 会長の専決処分 

（会長の専決処分） 

第14条 会長は、総会及び常任委員会（以下「総会等」という。）を招集する時間的余



裕がないと認めるとき、又は総会等の権限に属する事項で軽易なものについては、

これを専決処分することができる。 

２ 会長は、前項の規定により専決処分したときは、これを次の総会等において報告

し、その承認を得なければならない。 

 

第５章 事務局 

（事務局） 

第15条 実行委員会の事務を処理するため、事務局を置く。 

２ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

第６章 会計 

（経費） 

第16条 実行委員会の経費は、交付金その他の収入をもって充てる。 

（予算及び決算） 

第17条 実行委員会の収支予算は総会の議決により定め、収支決算は監事の監査を経

て総会の承認を得なければならない。 

（会計年度等） 

第18条 実行委員会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月31日までとする。 

２ 準備委員会の会計に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

第７章 解散 

（解散） 

第19条 実行委員会は、第２条に規定する目的が達成されたときに、総会の議決を経

て解散するものとする。 

２ 実行委員会が解散するときに有する残余財産は、総会の議決を経て処分する。 

 

第８章 補則 

（委任） 

第20条 この会則に定めるもののほか、本会の運営に必要な事項は、会長が別に定め

る。 

 

附則 

１ この会則は、平成30年１月29日から施行する。 

２ 準備委員会の設立時の会計年度は、第18条の規定にかかわらず、施行の日から平

成30年３月31日までとする。 

 

   附則 



１ この会則は、平成30年10月２日から施行する。 

２ この会則の施行の際、現に第76回国民体育大会いなべ市準備委員会の委員、役員、

顧問、参与である者は、それぞれ実行委員会の委員、役員、顧問、参与に委嘱され

たものとみなす。 

 

 

 

 



 
 

 三重とこわか国体いなべ市実行委員会委員及び役員等名簿 

                 （順不同、敬称略） 
（令和元年５月 28 日現在） 

【会長 １人】 
所属機関、団体 役職等 氏 名 

いなべ市 市長 日沖 靖 
 
【副会長 ６人】 

所属機関、団体 役職等 氏 名 
いなべ市議会 議長 林 正男 
いなべ市 副市長 吉田 桂治 
いなべ市教育委員会 教育長 片山 富男 
特定非営利活動法人いなべ市体育協会 会長 一木 正博 
いなべ市商工会 会長 三輪 秀孝 
一般社団法人いなべ市観光協会 会長 佐藤 忠生 
 
【常任委員 30 人】 

所属機関、団体 役職等 氏 名 
いなべ市議会 副議長 清水 隆弘 

いなべ市自治会連合会 会長 近藤 忠彦 

いなべ市スポーツ推進委員協議会 会長 川瀬 隆 

特定非営利活動法人いなべ市体育協会 理事長 髙木 修司 

特定非営利活動法人いなべＦＭ 理事長 弓矢 孝己 

一般社団法人いなべ市芸術文化協会 事務局長 岸本 勝哉 

社会福祉法人いなべ市社会福祉協議会 副会長 池井 隆秀 

三重県高等学校体育連盟 会長 阿形 克己 

桑員中学校体育連盟 会長 近藤 友徳 

いなべ市校長会 会長 小川 専哉 

一般社団法人いなべ医師会 会長 桑原 浩 

一般社団法人桑員歯科医師会 理事 二之宮 洋平 

一般社団法人桑名地区薬剤師会 理事 郷 幸代 

三重県ハンドボール協会 会長 向井 弘光 

三重県自転車競技連盟 理事長 杉本 信之 

いなべ消防署 署長 水谷 司 

いなべ市企画部 部長 相馬 雅史 

いなべ市総務部 部長 二井 春樹 

いなべ市総合窓口部 部長 伊藤 憲子 



 
 

所属機関、団体 役職等 氏 名 
いなべ市都市整備部 部長 種村 明広 

いなべ市市民部 部長 服部 郁夫 

いなべ市環境部 部長 小林 幸次 

いなべ市福祉部 部長 佐野 英明 

いなべ市健康こども部 部長 舘 康平 

いなべ市農林商工部 部長 岡本 浩一 

いなべ市建設部 部長 鈴木 信 

いなべ市水道部 部長 水谷 浩 

いなべ市議会事務局 局長 奥岡 昌英 

いなべ市監査委員事務局 局長 伊町 裕一 

いなべ市教育委員会事務局 部長 水谷 喜広 

 
【委員 44 人】 

所属機関、団体 役職等 氏 名 
いなべ市議会 総務経済常任委員長 小川 幹則 

いなべ市議会 都市教育民生常任委員長 新山 英洋 

特定非営利活動法人いなべ市体育協会 副会長 日紫喜 良守 

特定非営利活動法人いなべ市体育協会 事務局長 岡 忠義 

いなべ市スポーツ少年団 本部長 出口 勝実 

三重県立いなべ総合学園高等学校 校長 𠮷 田 光德 

いなべ市立北勢中学校 校長 二之夕 博和 

いなべ市ＰＴＡ連合会 会長 辻 謙二 

いなべ市ＰＴＡ連合会 母親代表 清水 聖子 

いなべ市保育園長会 会長 藤川 里美 

三重県ハンドボール協会事務局 事務局長 中 弘美 

三重県自転車競技連盟事務局 事務局長 百々 敦史 

いなべ市商工会青年部 部長 吉住 光文 

いなべ市商工会女性部 部長 上地 智重 

いなべ市老人クラブ連合会 会長 小林 進 

一般社団法人サンパークいなべ 代表理事 水谷 道夫 

一般財団法人ほくせいふれあい財団 常務理事 藤田 義昭 

公益社団法人いなべ市シルバー人材センター 理事長 渡辺 勇 

いなべ市民生委員児童委員協議会連合会 会長 松岡 洋 

いなべ市青少年育成市民会議 会長 近藤 勝敏 

いなべ市子ども会連合会 会長 小川 時生 

一般社団法人ガールスカウト三重県連盟第 12 団 副連盟長 中野 ひとみ 



 
 

所属機関、団体 役職等 氏 名 

三重北農業協同組合 代表理事専務理事 門脇 孝 

員弁ライオンズクラブ 第一副会長 出口 紀幸 

いなべ消防署 北分署 分署長 西村 和秀 

いなべ市消防団 団長 神谷 清 

一般社団法人三重県食品衛生協会 桑員支部 理事 鹿島 清孝 

いなべ市身体障がい者福祉会 会長 二井 清三 

公益社団法人三重県看護協会 桑員支部 支部長 小林 美和 

いなべ地区交通安全協会 会長 清水 哲久 

日本郵便株式会社 梅戸井郵便局 局長 木村 陽一 

三岐鉄道株式会社 総務部長 田尻 秀浩 

三重交通株式会社 北勢事業所 事業所長 井林 信彦 

公益社団法人三重県バス協会 専務理事 青木 周二 

一般社団法人三重県タクシー協会 北勢支部 委員 田辺 正弘 

株式会社ＪＴＢ 三重支店 支店長 木崎 真樹 
株式会社近畿日本ツーリスト中部 四日市支店 支店長 前泊 英樹 
中部電力株式会社 電力ネットワークカンパニー 桑名営業所  所長 山口 房江 

西日本電信電話株式会社 三重支店 支店長 大西 秀隆 

ソフトバンク株式会社 地 域 Ｃ Ｓ Ｒ 部  参 与 伊藤 尚文 

ＫＤＤＩ株式会社 中部総支社 理事 中部総支社長 渡辺 道治 

三重県桑名建設事務所 所長 稗田 寿次郎 

三重県桑名地域防災総合事務所 所長 加藤 丈雄 

三重県桑名保健所 所長 長坂 裕二 

 

【参与 30 人】 

所属機関、団体 役職等 氏 名 
いなべ警察署 署長 杉谷 善明 

いなべ市議会 議員 西井 真理子 

いなべ市議会 議員 篠原 史紀 

いなべ市議会 議員 片山 秀樹 

いなべ市議会 議員 近藤 英昭 

いなべ市議会 議員 神谷 篤 

いなべ市議会 議員 伊藤 智子 

いなべ市議会 議員 岡 恒和 

いなべ市議会 議員 川瀬 利夫 

いなべ市議会 議員 水谷 治喜 

いなべ市議会 議員 衣笠 民子 



 
 

所属機関、団体 役職等 氏 名 

いなべ市議会 議員 鈴木 順子 

いなべ市議会 議員 岡 英昭 

いなべ市議会 議員 位田 まさ子 

いなべ市議会 議員 種村 正巳 

株式会社シー・ティー・ワイ 代表取締役社長 渡部 一貴 

株式会社ＣＢＣテレビ 三重支社 支社長 花田 松彦 

中京テレビ放送株式会社 三重支局 支局長 太田 恵三 

東海テレビ放送株式会社 三重支社 支社長 小川 貴正 

名古屋テレビ放送株式会社 三重支社 支社長 小島 淳 

三重テレビ放送株式会社 報道制作部副部長 坊農 秀治 

株式会社中日新聞社 四日市支局 支局長 桜井 孝雄 

株式会社伊勢新聞社 北勢支社 支社長 竹尾 典晃 

株式会社朝日新聞社 四日市支局 支局長 深津 慶造 

株式会社中部経済新聞社 三重支社 支社長 坂本 和優 

株式会社毎日新聞社 四日市支局 支局長 廣瀬 隆史 

株式会社読売新聞社 中部支社四日市支局 支局長 田坂 誠 

株式会社時事通信社 津支局 支局長 瀬戸 哲也 

株式会社中広 三重支社 支社長 浅田 太郎 

三重エフエム放送株式会社 放送部次長 瀧 裕司 

 
【顧問：２人】 

所属機関、団体 役職等 氏 名 
三重県議会 議員 日沖 正信 

三重県議会 議員 石垣 智矢 

 
【監事 ２人】 

所属機関、団体 役職等 氏 名 
いなべ市監査委員 代表監査委員 羽場 恭博 

いなべ市 会計管理者 和波 孝明 

 



 

第 76 回国民体育大会いなべ市開催基本方針 

 

１ 基本方針 

 第 76 回国民体育大会「三重とこわか国体」は、人々が夢と感動を覚え、市民

の皆さんが郷土の一体感を感じ、あわせて豊かな交流の輪が育まれ、広がって

いく大会を目指します。 

また、この大会の開催を契機に競技力の向上や生涯スポーツ社会の実現など、

本市におけるスポーツの振興を図るとともに、本市の恵まれた自然、歴史及び

文化等の地域資源を全国に発信する絶好の機会としてとらえ、本市が目指す「住

んでいーな！来ていーな！活力創生のまち いなべ」の実現に向けたまちづく

りを推進します。 

 

２ 実施目標 

（1） 市民参加及び市民協働による大会 

    喜びと感動を共有できる魅力ある大会の開催に向け、市民への開催の

周知に努めながら市民の参加意識の高揚を図り、市民総参加の大会を目

指します。 

    また、市民、関係機関、関係団体及び行政との緊密な連携を図りなが

ら市民協働による大会運営に万全を期します。 

 

（2） 生涯スポーツ社会につながる大会 

    国体を一過性のスポーツイベントに終わらせず、国体の開催を契機に

市民のスポーツへの関心を高め、生涯にわたりスポーツに親しむことが

できる環境づくりを進め、さらなる振興を図ります。 

 

（3） 簡素及び効率化を図る大会 

    国体の簡素及び効率化の趣旨に沿い、創意工夫、既存施設の有効活用

等、開催経費低減の推進に努めながら、いなべ市らしい魅力と活力のあ

ふれる大会の運営を目指します。 

 

（4） 本市の多彩な魅力を全国に発信する大会 

    本市を訪れる全ての方々に対する心のこもったおもてなしや広報活動

を通じ、恵まれた自然や歴史及び文化など本市の魅力ある地域資源を全

国に発信する機会とします。 

平成 30 年１月 29 日 準備委員会第１回総会 決定 



第76回国民体育大会開催に向けたスケジュール 

１ 年度別スケジュール表 

年度 主要日程 市準備（実行）委員会 いなべ市 

平成23年度 

（2011年） 

【10年前】 

   

平成24年度 

（2012年） 

【９年前】 

   

平成25年度 

（2013年） 

【８年前】 

   

平成26年度 

（2014年） 

【７年前】 

   

平成27年度 

（2015年） 

【６年前】 

   

平成28年度 

（2016年） 

【５年前】 

   

平成29年度 

（2017年） 

【４年前】 

   

平成30年度 

（2018年） 

【３年前】 

   

開催内定 

会
場
市
町
選
定
（
順
次
） 

教育委員会事務局に

国体推進室を設置 

教育委員会生涯学習

課内で国体関係事務

実施 

実行委員会発足 
（実行委員会事務局） 

会場地総合視察 
（日スポ協、文科省） 

第 76 回国民体育大会 

第 21 回全国障害者ス

ポーツ大会 

開催決定 

中央競技団体正規視察 

開催申請書提出（県） 

開催要望書提出（県） 

開催内々定 

準備委員会設立 

設立発起人会 

総会、常任委員会 

専門委員会設置 
各専門委員会開催 



令和元年度 

（平成31年度） 

（2019年） 

【２年前】 

   

 

令和２年 

（2020年） 

【１年前】 

   

 

 

令和３年 

（2021年） 

【開催年】 

   

 

２ いなべ市の国体競技別リハーサル大会 

(1) ハンドボール競技 

ア いなべ市員弁運動公園体育館 

    令和２年７月18日（土）から令和２年７月19日（日）まで 

(2) 自転車競技（ロード・レース） 

ア いなべ市特設ロードレースコース 

 令和２年10月３日（日） 

 

３ いなべ市の国体競技別会期 

(1) ハンドボール競技 

ア いなべ市員弁運動公園体育館 

    令和３年９月25日（土）から令和３年９月28日（火）まで 

  イ いなべ市立北勢中学校体育館 

 令和３年９月25日（土） 

(2) 自転車競技（ロード・レース） 

ア いなべ市特設ロードレースコース 

 令和３年10月３日（日） 

国体リハーサル大会の開催 
ハンドボール競技（ジャパンオープン大会） 

自転車競技（全国都道府県対抗大会） 

中央競技団体 
第２次視察 

三重とこわか国体（第 76 回国民体育大会） 

開催日 ９月 25 日から 10 月５日 11 日間 

第 21 回全国障害者スポーツ大会（三重とこわか大会） 

開催日 10 月 23 日から 10 月 25 日 3 日間 

実行委員会解散 

リハーサル大会

実施本部設置 
総会、常任委員会 

各専門委員会開催(随時) 

庁内推進会議設置 



 

 

第 76 回国民体育大会いなべ市開催推進総合計画 

 

 第 76 回国民体育大会「三重とこわか国体」（以下「国体」という。）の成功に

向け、市民の総力を結集して、簡素な中にも心のこもった本市にふさわしい魅

力と活力あふれる大会を目指し、いなべ市開催基本方針に沿って開催推進総合

計画を策定する。 

 

１ 基本方針 

(1) 総務企画関係 

ア 総務企画 

県、競技団体、関係機関及び団体等と緊密な連携のもと、競技会を円滑 

に進めるため、総合的な計画の立案と施策の推進を図る。 

    

イ 財務 

県、競技団体、関係機関及び団体等との相互協力のもと、創意と工夫 

を凝らし、適切で効率的な財務の運営を図る。 

 

ウ 広報 

国体への市民の関心や参加意識を高めるため、効果的な広報活動を積 

極的に展開するとともに、本市の魅力を広く全国に発信する。 

 

エ 市民運動 

市民一人ひとりが国体に積極的に参加する機運を高め、多くの市民が 

国体に関わることができるよう市民運動を推進する。 

 

オ 歓迎接伴 

    大会参加者、大会関係者及び観覧者に対して、おもてなしの心で温か 

く迎え訪れた方々の心にいつまでも残るような歓送迎や案内業務を実施 

する。 

 

(2) 競技式典関係 

ア 競技 

競技会の開催にあたっては、県、競技団体、関係機関及び団体等と緊 
密な連携を図り、円滑で効率的な運営を行うものとする。 

 

イ 式典 

表彰式等の式典は、関係者と十分協議し、簡素な中にもぬくもりが感 

じられるよう創意と工夫を凝らしたものとする。 

平成 30 年８月２日 第１回常任委員会 決定 



 

 

ウ 施設 

競技施設は、国体開催基準要項の施設基準を尊重し、安全で円滑な競 

技運営が図られるよう万全を期する。 

 

(3) 宿泊衛生関係 

ア 宿泊 

選手及び監督をはじめとする大会関係者を温かくお迎えするため、関 

係機関及び団体等の協力を得ながら、十分に休養できる快適な宿舎の確 

保を図り、受け入れ体制に万全を期する。 

 

イ 医事衛生 

国体に関わるすべての方々が、快適で安全安心な環境のもとで十分な 

活躍や観覧等ができるよう、関係機関及び団体等の協力を得ながら、防 

疫、医療及び救護の体制を確立する。 

 

(4)  輸送交通関係 

ア 輸送交通 

輸送力の確保に努めるとともに、関係機関及び団体等との緊密な連携 

により、安全かつ効率的な輸送体制の確立を図り、交通安全対策にも万 

全を期する。 

 

イ 消防防災、警備 

会場及び宿泊施設等における災害の防止、治安の確保及び非常時の緊 

急対策について万全を期するため、関係機関及び団体等との緊密な連携 

により、消防防災及び警備の体制を確立する。 

 

 

２ 開催推進総合計画（年次計画） 

  第 76 回国民体育大会いなべ市開催推進総合計画（年次計画）は、別表のと

おりとする。 

 



(別表)

平成２９年度（２０１７） 平成３０年度（２０１８） 令和元年度（２０１９） 令和２年度（２０２０） 令和３年度（２０２１）

４年前 ３年前 ２年前 １年前 開催年

国体開催地 愛媛県 福井県 茨城県 鹿児島県 三重県

 国体開催及び会期決定
　　競技別リハーサル大会開催
　　　 自転車ロード、ハンドボール

中央競技団体第２次正規視察
第７６回国民体育大会開催

準備委員会設立発起人会

準備委員会設立 実行委員会へ改組 　   

準備委員会第１回総会
準備委員会第２回総会
実行委員会第１回総会

実行委員会第２回総会 実行委員会第３回総会
実行委員会第４回総会

実行委員会第５回総会（解散）

常任委員会、専門委員会
　　　　　※常任委員会：年１回程度開催
　　　　　※専門委員会：年複数回開催

　　 　庁内推進会議の設置準備
　   　大会実施本部（庁内）体制検討

大会実施本部（庁内）体制検討 リハーサル大会実施本部設置（庁内） 国体実施本部設置（庁内）

開催基本方針策定

開催推進総合計画、年次計画策定
　　　　　　　　　　※進行管理

企業協賛取扱要項検討 企業協賛取扱要項作成、募集

リハーサル大会開催経費検討 リハーサル大会予算編成 リハーサル大会予算執行及び決算

国体開催経費予算検討 　国体開催経費予算編成 国体開催予算執行及び決算

広報基本計画作成
※広報啓発活動推進

ホームページ情報発信

国体報告書編成方針検討 国体報告書編成方針決定                           　国体報告書作成

市民運動基本計画作成 市民運動実施計画作成
※市民運動実践

国体ボランティア募集要項作成
     　国体ボランティア募集、研修
　　　国体ボランティア業務計画作成

国体ボランティア配置

リハーサル大会ボランティア
業務計画作成、募集、研修

 リハーサル大会ボランティア配置

歓迎接伴基本計画作成 接伴業務計画、接伴業務要領作成

歓迎装飾実施要項作成 歓迎装飾実施要項作成

案内所、休憩所設置要項作成 リハーサル大会案内所、休憩所設置 国体案内所、休憩所設置

売店設置要項作成 リハーサル大会売店設置 国体売店設置

観光ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ、ﾏｯﾌﾟ等作成検討 観光ガイドブック、マップ等作成

競技会運営基本計画作成 競技日程案、競技別実施計画作成 競技別実施要項作成 競技別プログラム作成

競技役員等編成案検討 競技役員等編成作成
      　競技役員等養成計画作成
　　 　競技役員等編成決定

競技役員、補助員の委嘱

競技会係員、補助員編成検討 競技会係員、補助員編成計画作成 競技会係員、補助員編成計画養成 競技会係員、補助員の委嘱

リハーサル大会開催基本計画作成
      リハーサル大会開催実施要項作成
　　 競技別実施要項作成

リハーサル大会開催

競技用具整備、配備 競技用具整備、配備 競技用具整備、配備（完了）

式典基本計画作成 式典実施要項作成 各競技式典実施

炬火イベント検討 炬火イベント実施要項作成 炬火イベント実施

施設整備基本計画作成

競技会場施設整備推進、点検

仮設施設整備計画検討
（リハーサル大会、国体）

仮設施設整備計画作成
（リハーサル大会、本大会）

リハーサル大会仮設施設設置 国体会場仮設施設設置

会場管理計画作成 リハーサル大会会場管理 国体会場管理

宿泊基本計画作成 宿泊業務実施要項作成 配宿計画作成 宿泊本部設置、国体宿泊

リハーサル大会宿泊実施要項作成 リハーサル大会宿泊

国体弁当調達要項及び要領作成 弁当調達業者調査選定 弁当調達

リハーサル大会弁当調達計画検討 リハーサル大会弁当調達

医事衛生基本計画検討、作成 医療救護要項、要領作成 リハーサル大会救護本部設置 国体救護本部設置

防疫対策要項、要領作成

食品衛生対策要項、要領作成

環境衛生対策要項、要領作成

医療機関との連絡調整

輸送交通基本計画作成 輸送交通業務実施要項作成 会場地輸送計画作成

借上車輌数調査 駐車場管理運営要領作成

駐車場調査

交通対策業務実施要項作成
       交通規制案内標識計画作成
　　　会場別交通規制実施要領作成

リハーサル大会輸送

消防防災、警備基本計画作成
　　　消防防災業務実施要項作成
　　　警備業務実施要項作成

消防防災、警備本部設置

リハーサル大会現地本部設置

宿
泊
・
医
事
衛
生

医事衛生

輸送交通

輸送本部設置

第７６回国民体育大会いなべ市開催推進総合計画（年次計画）

年　　度

主要行事

組織

区分

総
務
・
企
画

総務企画

財務

市民運動

広報

輸
送
交
通
・
消
防
防
災
・
警
備

消防防災、警備

競
技
・
施
設
・
式
典

歓迎接伴

施設

式典

競技

宿泊



 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会常任委員会への委任事項 

 

 

１ 開催準備の総合企画及び運営に関すること。 

 

２ 競技会場、競技運営及び式典に関すること。 

 

３ 宿泊及び医事衛生に関すること。 

 

４ 輸送交通、消防防災及び警備に関すること。 

 

５ 広報及び市民運動に関すること。 

 

６ その他会務に必要な事項に関すること。 

 

平成 30年１月 29日 準備委員会第１回総会 決定 

平成30年 10月２日 実行委員会第１回総会 一部改正 



 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会専門委員会規程 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、三重とこわか国体いなべ市実行委員会会則第13条第４項の規定

に基づき、三重とこわか国体いなべ市実行委員会専門委員会（以下「専門委員会」

という。）の組織及び運営に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 （名称等） 

第２条 専門委員会の名称並びに常任委員会からの付託事項及び委任事項は、別表の

とおりとする。 

 （役員） 

第３条 専門委員会に次の役員を置く。 

(1) 委員長 １人 

(2) 副委員長 若干名 

（役員の選任） 

第４条 委員長及び副委員長は、専門委員のうちから三重とこわか国体いなべ市実行

委員会の会長（以下「会長」という。）が委嘱する。 

 （役員の職務） 

第５条 委員長は、専門委員会を代表し、会務を総理する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は欠けたときは、あ 

らかじめ委員長が指名した副委員長が、その職務を代理する。 

 （会議） 

第６条 専門委員会は、必要に応じ委員長が招集する。 

２ 委員会の議長は、委員長又は委員長が指名した者がこれに当たる。 

３ 専門委員会は、委員の過半数の出席（あらかじめ通知された事項について、代 

理人が出席した場合及び書面により議決権を行使する旨の書面の提出があった場 

合を含む。）がなければ開会し、議決することはできない。 

４ 専門委員会の議事は、出席した専門委員（あらかじめ通知された事項について、 

代理人が議決権を行使した委員及び書面により議決権を行使した委員を含む。）の 

過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

５ 専門委員会は必要があるときは、専門委員以外の者の出席を求め、その意見又 

は説明を聞くことができる。 

 （専門部会） 

第７条 専門委員会は、運営上必要があるときは、専門部会を設けることができる｡ 

２ 専門部会は、会長が委嘱した者をもって構成する。 

３ 専門部会に関する事項は、委員長が定める。 

 （その他） 

第８条 この規程に定めるもののほか、専門委員会の運営に関し必要な事項は、委員

長が別に定める。 

 

附 則 

１ この規程は、平成30年10月２日から施行する。 

平成30年10月２日 実行委員会第1回総会 決定 



 別表（第２条関係） 

名   称 付  託  事  項 委  任  事  項 

総務企画 

専門委員会 

１ 総合計画に関すること。 

２ 広報及び市民運動に関する

こと。 

３ 歓迎接伴及び歓迎装飾に関

すること。 

４ 他の専門委員会に属さない

事項に関すること。 

１ 総合計画の実施に関するこ 

 と。 

２ 広報及び市民運動の実施に

関すること。 

３ 観光、接伴及び歓迎装飾の

実施に関すること。 

４ 他の専門委員会に属さない

事項の実施に関すること。 

競技式典 

専門委員会 

１ 競技運営に関すること。 

２ 競技施設及び関連施設の整

備に関すること。 

３ 開始式及び表彰式に関する

こと。 

４ 大会旗及び炬火イベントに

関すること。 

５ その他競技式典に関するこ 

 と。 

１ 競技運営の実施に関するこ 

 と。 

２ 競技施設及び関連施設の整

備の実施に関すること。 

３ 開始式及び表彰式の実施に

関すること。 

４ 大会旗及び炬火イベントの

実施に関すること。 

５ その他競技式典の実施に関

すること。 

宿泊衛生 

専門委員会 

１ 宿泊及び配宿計画に関する

こと。 

２ 環境衛生及び食品衛生に関

すること。 

３ 医療救護に関すること。 

４ その他宿泊衛生に関するこ 

 と。 

１ 宿泊及び配宿計画の実施に

関すること。 

２ 環境衛生及び食品衛生の実

施に関すること。 

３ 医療救護の実施に関するこ 

 と。 

４ その他宿泊衛生の実施に関

すること。 

輸送交通 

専門委員会 

１ 輸送計画に関すること。 

２ 交通及び駐車場対策に関す

ること。 

３ 消防防災及び警備対策に関

すること。 

４ その他輸送交通に関するこ 

 と。 

１ 輸送計画の実施に関するこ 

 と。 

２ 交通及び駐車場対策の実施

に関すること。 

３ 消防防災及び警備対策の実

施に関すること。 

４ その他輸送交通の実施に関

すること。 

 
 



 
 

第 76回国民体育大会いなべ市開催準備経過概要 

 

年度 年月日 経過概要 

平成 

23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23. 8.24 

 

9. 1 

 

9.14 

 

10.18 

 

11.15 

 

 

24. 1.11 

 

(財)三重県体育協会が三重県、三重県教育委員会に国民体育

大会開催要望書を提出 

(財)三重県体育協会が三重県議会議長に国民体育大会開催

要望書を提出 

三重県議会平成23年第３回定例会において、知事が第76回国

民体育大会について招致を表明 

三重県議会平成23年第３回定例会において、平成33年第76

回国民体育大会の招致を決議 

三重県、三重県教育委員会及び(財)三重県体育協会の連名に

より文部科学省及び(公財)日本体育協会に開催要望書を提

出 

(公財)日本体育協会理事会において平成33年第76回国民体

育大会の三重県開催を了解(内々定) 

24 

 

7.18 

 

8.31 

 

10.19 

 

第76回（平成33年）国民体育大会開催準備に関する市町説明

会開催 

第76回国民体育大会三重県準備委員会設立総会、第１回総会

及び第１回常任委員会開催 

第76回国民体育大会の開催準備にかかる第１回市町連絡調

整会議開催（会場地希望調査開始） 

25 

 

25. 5.29 

 

7. 2 

7. 8 

 

10.29 

26. 2. 4 

 

 3.25 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第２回常任委員会開

催 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第２回総会開催 

第２回市町連絡調整会議及び第２回競技団体連絡調整会議

開催 

市町開催希望調査書を提出(ハンドボール競技) 

国体準備委員会事務局に会場候補地選定の内諾書(ハンドボ

ール競技)を提出 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第３回常任委員会開

催 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第３回常任委員会に

おいて、ハンドボール競技の会場地として選定される。 

26 

 

26. 5.16 

 

第３回市町連絡調整会議及び第３回競技団体連絡調整会議

開催 



 
 

年度 年月日 経過概要 

26 7.17 

 

8.12 

 

9.17 

 

27. 1.20 

2.17 

 

3.18 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第３回総会開催 

第４回市町連絡調整会議開催 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第４回常任委員会開

催 

第５回市町連絡調整会議及び第４回競技団体連絡調整会議

開催 

市町開催希望調査書を提出(自転車競技) 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第５回常任委員会開

催 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第５回常任委員会に

おいて、自転車競技(ロード・レース)の会場地として選定さ

れる。 

27 

 

 

27. 4.27 

7.27 

 

8.18～19 

28. 1.25 

 

2. 1 

第６回市町連絡調整会議開催 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第６回常任委員会及

び第76回国民体育大会三重県準備委員会第４回総会開催 

中央競技団体正規視察(ハンドボール競技) 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第７回常任委員会開

催 

中央競技団体正規視察(自転車競技) 

28 

 

28. 5.10 

 

7.20 

 

8. 2 

 

8. 8 

 

29. 2. 1 

 

3.15 

3.16 

3.27 

 

第７回市町連絡調整会議及び第６回競技団体連絡調整会議

開催 

日本体育協会理事会において、平成33年第76回国民体育大会

の三重県開催が内定 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第８回常任委員会及

び第76回国民体育大会三重県準備委員会第５回総会開催 

オリンピック開催に伴う追加競技開催希望調査書を提出(自

転車競技ロード・レース女子) 

第８回市町連絡調整会議及び第７回競技団体連絡調整会議

開催 

国体競技別会期打ち合わせ(自転車競技)  

国体競技別会期打ち合わせ(ハンドボール競技) 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第９回常任委員会開

催 

29 

 

 

29. 5.10 

 

7.26 

第９回市町連絡調整会議及び第８回競技団体連絡調整会議

開催 

第１回会場地市町宿泊担当者会議開催 



 
 

年度 年月日 経過概要 

29 

 

7.31 

 

10.31 

 

30. 1.29 

 

30. 1.31 

30. 3.19 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第10回常任委員会及

び第76回国民体育大会三重県準備委員会第６回総会開催 

第76回国民体育大会三重とこわか国体いなべ市準備委員会

設立発起人会開催 

第76回国民体育大会三重とこわか国体いなべ市準備委員会 

設立総会及び第１回総会 

第11回市町連絡調整会議 

第76回国民体育大会三重県準備委員会第11回常任委員会に

おいて、自転車競技（ロード・レース）（種別女子）の会場

地として追加選定される。 

30 

 

30. 4. 1 

5. 9 

 

5.21～22 

7.18 

7.23 

 

8. 2 

 

10. 2 

 

10.29 

31. 2. 5 

 

 

 

31. 2. 6 

 

 

 

いなべ市教育委員会事務局に国体推進室を設置 

第11回市町連絡調整会議及び第９回競技団体連絡調整会議

開催 

日本スポーツ協会・スポーツ庁による総合視察 

第76回国民体育大会（三重とこわか国体）の開催が正式決定 

第76回国民体育大会三重県準備委員会及び三重とこわか国

体・三重とこわか大会実行委員会第１回総会開催 

第76回国民体育大会いなべ市準備委員会第１回常任委員会

開催 

第76回国民体育大会いなべ市準備委員会第２回総会及び三

重とこわか国体いなべ市実行委員会第１回総会開催 

第12回市町連絡調整会議 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第１回総務企画専門

委員会開催 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第１回競技式典専門

委員会開催 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第１回宿泊衛生専門

委員会開催 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第１回輸送交通専門

委員会開催 

31 

 

令和 

元年 

31. 4.17 

 

31. 5.17 

31. 5.28 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第１回常任委員会開

催 

第13回市町連絡調整会議 

三重とこわか国体いなべ市実行委員会第２回総会 

※（下線）が、いなべ市関係 


